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9-2  安全衛生管理の新しい潮流 

 

 

 

先取り安全の手法としての「KYT,ヒヤリハット,リスクアセスメント」 

 

わが国では、危険予知活動(KYT)が職場の風土にマッチングする場合におけ

る効果が確認されている（今後とも発展的継承が試みられるだろう）。 

今後、職場における先取り安全の取組からは、ヒヤリハット活動（とくに

ヒヤリハット事例の収集）の重要性が増していくと思われる。KYT、ヒヤリハ

ット活動及び法規に新設されたリスクアセスメント（労働安全衛生法第28条

の2）の実施は、これからの安全活動の基本を構成していく可能性が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


